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Ｒ気管支充填材

内視鏡下に行う
気管支用充填材

気管支充填術を行う際は、

手技ビデオやハンドブックをご覧になり、

学会主催の講習を受講するようお願いいたします。

外科手術が困難な

難治性気胸や気管支瘻等の

治療を目的とします。

例）　 ,       ,       に充填

手技ハンドブック手技ビデオ
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製造販売業者

　●レーザー処置を行う場合は、発火の危険性がありますので、必ず本品を抜去してから行ってください。
　●留置後喀痰等により本品が移動した場合は、本品を抜去し、必要に応じ適切なサイズの本品を再挿入してください。
　●本品を用いた充填術により低換気となるおそれがあるため、術前に無気肺となる領域の大きさを考慮し、リスク /ベネフィットを
　　慎重に考慮の上、使用してください。術前の綿密な治療設計が重要であります。
　●本品留置後に留置した末梢部で肺炎や無気肺を起こすことがあります。その場合は本品を抜去するか、抗生剤投与などの適切な
　　治療を施してください。
　●有瘻性膿胸の患者に使用する場合は、開窓術又はドレナージが有効であることを確認してください。［感染が遷延化するおそれがあるため。］

◆形状・構造
　EWS® は、シリコン製の塞栓物です。一方が細い円柱状構造をしており、充填箇所で固定するよう
　胴体部分に 6か所の半円球状の突起が配置されています。
　また、EWS® の上下には板状の突起があり、気管支充填術を行う際に把持鉗子で強固に把持するこ
　とができます。

◆サイズ
　充填箇所に合わせて適切なサイズをお選びください。
　通常、亜区域気管支にMサイズを充填します。

◆効能又は効果
　EWS® は外科手術による治療が困難で、かつ次の瘻孔を有する患者様の気管支に充填するために用います。
　●続発性難治性気胸　●肺切除後に遷延するエアリーク　●有瘻性膿胸　●その他の瘻孔

◆使用方法
　バルーンカテーテルなどを用いて同定した責任気管支に合うサイズの EWS® を選択してください。
　軟性気管支鏡の作業チャネルに軟性把持鉗子を通し、EWS® の太い方の板状突起（近位部）を強く把持して
　ください。気管内チューブを通して責任気管支に EWS® を運び、近位端の肩が隠れるくらいまで押し込んで
　ください。留置後、X線撮影を行い充填箇所の位置を確認してください。
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海外製造販売業者： フランス　ノバテック社（NOVATECH S.A）

高度管理医療機器　承認番号：22500BZX00015000

Reference

商品コード セット名 梱包内容 JAN CODE

03058-800

03058-804

03058-805

03058-806

気管支充填材ＥＷＳ®
標準セット

気管支充填材ＥＷＳ®
S サイズセット

気管支充填材ＥＷＳ®
Ｍサイズセット

気管支充填材ＥＷＳ®
Ｌサイズセット

【製品情報】

S サイズ 3個
Mサイズ 6個
Lサイズ 3個

Lサイズ
6個

Mサイズ
6個

Sサイズ
6個

4931839803660

4931839804735

4931839804742

4931839804759
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